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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第97期
第２四半期
連結累計期間

第98期
第２四半期
連結累計期間

第97期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 9,416 9,604 19,938

経常利益 (百万円) 341 198 834

四半期（当期）純利益 (百万円) 110 193 184

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 104 178 213

純資産額 (百万円) 10,784 10,982 10,892

総資産額 (百万円) 19,264 20,004 20,499

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 5.17 9.07 8.66

自己資本比率 (％) 56.0 54.9 53.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 151 674 468

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △96 △354 △358

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,094 △96 △1,130

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

(百万円) 992 1,239 1,011

　

回次
第97期
第２四半期
連結会計期間

第98期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △2.77 2.03

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　
　
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連

結子会社）が判断したものであります。

　
(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連投資を中心とした下支えはある

ものの、欧州経済の低迷による新興国経済への影響や円高により、回復の動きは横ばいとなりまし

た。今後についても、海外経済の後退や円高の長期化等が予想され、暫くは景気の停滞状況が続くこ

とが懸念されます。

肥料業界におきましては、農業従事者の高齢化や後継者不足など農業の構造的問題と異常気象に

よる作柄への影響に加え、東北地区においては震災により被害を受けた農地の復旧の遅れ、原子力発

電所事故に伴う作付けや出荷の制限、風評被害等により、農業環境は非常に厳しい状況が続いており

ます。

このような事業環境の下、当社グループは中期３ヵ年計画「復活 2013」に基づき、肥料事業分野

では「安全・安心・良食味」の農産物生産に適した有機関連製品を中心に、各地域のニーズに対応

したきめ細かい営業活動と、効率的な生産・販売体制の強化に努めました。非肥料事業分野では、化

粧品関連製品の商品開発と拡販、食品・農産物の産地開拓と拡販、保有不動産の有効活用に努めまし

た。また、全社的な経費削減を推進し、収益力の向上に注力しました。

主力の肥料事業において、前年同四半期の販売数量増加の要因であった震災による前期からの出

荷ずれ込みや、肥料価格値上げに伴う前倒し出荷等の影響がなくなったことから販売数量が減少し

ました。一方、原子力発電所事故に起因した損害に対する補償に関し、東京電力株式会社と補償金額

について合意し、191百万円の特別利益を計上いたしました。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業成績は、売上高9,604百万円（前年同四半期比2.0％

増）、営業利益189百万円（前年同四半期比41.7％減）、経常利益198百万円（前年同四半期比42.0％

減）、四半期純利益193百万円（前年同四半期比75.5％増）となりました。

 

　各セグメント別の概況は以下の通りです。

 

肥料事業は、高付加価値製品を中心に積極的な販売活動に努めましたが、前年同四半期と比較して

販売数量が減少し、売上高は微増の8,547百万円（前年同四半期比1.8％増）、セグメント利益は267

百万円（前年同四半期比35.5％減）となりました。

飼料事業は、飼料、魚粕・魚粉などの販売数量が減少したことにより、売上高は405百万円（前年同

四半期比10.0％減）、セグメント損失は５百万円（前年同四半期は５百万円の利益）となりました。

不動産事業は、売上高は202百万円（前年同四半期比3.0％減）、セグメント利益は142百万円（前

年同四半期比0.1％減）となりました。

その他事業は、食品・農産物及び化粧品製品の販売は比較的順調であったものの、化粧品原料の凍

結乾燥設備の稼働開始に伴い経費が増加したことにより、売上高は457百万円（前年同四半期比

24.3％増）、セグメント損失は22百万円（前年同四半期は24百万円の損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末（以下「当第２四半期末」という。）の資産の合計は20,004百万円

となり、前連結会計年度末（以下「前年度末」という。）に比べ495百万円減少しました。これは、主

に現金及び預金が228百万円、機械装置及び運搬具が116百万円それぞれ増加しましたが、受取手形及

び売掛金が709百万円減少したこと、及び原材料及び貯蔵品が149百万円減少したことなどによるも

のであります。

当第２四半期末の負債の合計は9,022百万円となり、前年度末に比べ585百万円減少しました。これ

は、主に支払手形及び買掛金等の流動負債が507百万円減少したことなどによるものであります。

当第２四半期末の純資産の合計は10,982百万円となり、前年度末に比べ89百万円増加しました。こ

れは、主に利益剰余金が104百万円増加したことなどによるものであります。

この結果、自己資本比率は前年度末の53.1％から54.9％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結

会計年度末に比べ228百万円増加し1,239百万円となりました。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は674百万円（前第２四半期連

結累計期間は151百万円の増加）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益（367百万

円）、減価償却費（278百万円）、売上債権の減少（698百万円）及び仕入債務の減少（△278百万

円）、法人税等の支払額又は還付額（△150百万円）などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は354百万円（前第２四半期連

結累計期間は96百万円の減少）となりました。これは、主に有形固定資産の取得（△365百万円）

などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は96百万円（前第２四半期連結

累計期間は1,094百万円の減少）となりました。これは、主に配当金の支払い（△85百万円）など

によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はあり

ません。また、新たな事業上及び財務上の対処すべき課題は生じておりません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は86百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。

　
(6) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末に計画中であった主要な設備の新設につ

いて完了したものは、次の通りであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメントの
名称

設備の内容
投資総額
（百万円）

完成年月

当社つくば
ファクトリー

茨城県
土浦市

その他事業
化粧品原料凍結
乾燥製造設備

211
平成24年
７月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,474,56221,474,562
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数  1,000株

計 21,474,56221,474,562― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 21,474 ― 3,549 ― 3,072
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(6) 【大株主の状況】
　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町１丁目４－２ 5,279 24.58

農林中央金庫 東京都千代田区有楽町１丁目13－２ 946 4.40

株式会社みずほコーポレート銀
行

東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 929 4.32

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３－１ 873 4.06

株式会社りそな銀行 大阪府大阪市中央区備後町２丁目２－１ 677 3.15

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関３丁目７－３ 421 1.96

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 379 1.76

片倉チッカリン従業員持株会 東京都千代田区九段北１丁目13－５ 341 1.58

大久保　敬一 香川県観音寺市 320 1.49

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 301 1.40

計 ― 10,470 48.75

　
(7) 【議決権の状況】

　
　
① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 190,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 20,992,000 20,992 ―

単元未満株式 普通株式 292,562 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 21,474,562 ― ―

総株主の議決権 ― 20,992 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」欄には株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。
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② 【自己株式等】
　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称等

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

片倉チッカリン株式会社
東京都千代田区九段北
１丁目13－５

190,000― 190,000 0.88

計 ― 190,000― 190,000 0.88

(注)  上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株(議決権の数  

１個)あります。なお、当該株式は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の欄に含まれておりま

す。

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月

１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所による四半期レビューを受け

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,065 1,293

受取手形及び売掛金 ※２
 5,547

※２
 4,838

商品及び製品 2,533 2,608

仕掛品 161 126

原材料及び貯蔵品 2,130 1,981

その他 265 284

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 11,701 11,131

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,658 2,637

機械装置及び運搬具（純額） 1,372 1,488

土地 3,584 3,528

その他（純額） 188 203

有形固定資産合計 7,803 7,858

無形固定資産 28 24

投資その他の資産

その他 993 1,016

貸倒引当金 △26 △27

投資その他の資産合計 966 989

固定資産合計 8,798 8,872

資産合計 20,499 20,004
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 3,160 2,888

短期借入金 2,527 2,543

未払法人税等 167 193

賞与引当金 145 154

災害損失引当金 ※３
 12

※３
 12

その他 ※２
 1,847 1,563

流動負債合計 7,861 7,354

固定負債

長期借入金 345 336

退職給付引当金 641 586

役員退職慰労引当金 244 228

その他 514 515

固定負債合計 1,745 1,667

負債合計 9,607 9,022

純資産の部

株主資本

資本金 3,549 3,549

資本剰余金 3,083 3,083

利益剰余金 4,297 4,401

自己株式 △65 △66

株主資本合計 10,864 10,968

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 27 13

その他の包括利益累計額合計 27 13

純資産合計 10,892 10,982

負債純資産合計 20,499 20,004
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 9,416 9,604

売上原価 7,305 7,640

売上総利益 2,111 1,964

販売費及び一般管理費 ※１
 1,786

※１
 1,775

営業利益 324 189

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 2 1

その他 33 29

営業外収益合計 37 31

営業外費用

支払利息 19 12

その他 1 10

営業外費用合計 20 22

経常利益 341 198

特別利益

固定資産売却益 0 0

受取損害賠償金 － 191

特別利益合計 0 192

特別損失

固定資産除売却損 12 22

災害による損失 ※２
 105 －

その他 7 0

特別損失合計 125 23

税金等調整前四半期純利益 216 367

法人税、住民税及び事業税 106 174

法人税等調整額 0 △0

法人税等合計 106 174

少数株主損益調整前四半期純利益 110 193

四半期純利益 110 193
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 110 193

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5 △14

その他の包括利益合計 △5 △14

四半期包括利益 104 178

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 104 178
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 216 367

減価償却費 279 278

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39 △54

受取利息及び受取配当金 △3 △2

支払利息 19 12

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △0

有形固定資産処分損益（△は益） 8 18

災害による損失 105 －

受取損害賠償金 － △191

売上債権の増減額（△は増加） 1,154 698

たな卸資産の増減額（△は増加） △180 113

仕入債務の増減額（△は減少） △1,297 △278

未収消費税等の増減額（△は増加） 75 1

未払消費税等の増減額（△は減少） 27 △14

その他 △145 △227

小計 218 721

利息及び配当金の受取額 6 5

利息の支払額 △19 △12

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 14 △150

災害損失の支払額 △68 △81

損害賠償金の受取額 － 191

営業活動によるキャッシュ・フロー 151 674

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △147 △365

有形固定資産の売却による収入 35 58

投資有価証券の取得による支出 △0 △51

長期預り保証金の返還による支出 △4 △4

その他 20 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △96 △354

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,415 15

長期借入金の返済による支出 △17 △8

長期借入れによる収入 350 －

リース債務の返済による支出 △11 △16

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 － △85

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,094 △96

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,038 224

現金及び現金同等物の期首残高 2,031 1,011

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 4

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 992

※
 1,239
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（連結の範囲の重要な変更）

（１）連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間より、株式会社アグリドックは重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

（２）変更後の連結子会社の数

３社

　
【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。なお、セグ

メント情報に与える影響は、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）セグ

メント情報」に記載しております。

　
【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１．原価差異の繰延処理   季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末まで

にほぼ解消が見込まれるため、当該原価差異を繰り延べ処理しております。

２．税金費用の計算   税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

  ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を

欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　
【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（東京電力株式会社との補償金の合意）

当社は、東京電力株式会社から公表された賠償基準に基づき、同社に対し原子力発電所事故に起因した被害

による補償請求を行っておりましたが、平成24年７月26日にその補償金額について合意し、当第２四半期連結

累計期間において191百万円の特別利益を計上いたしました。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

  １．保証債務

次の法人の銀行借入に対して、保証類似行為を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

株式会社トライムコーポレーション 3百万円 4百万円

　
※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をして

おります。

  なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 50百万円 58百万円

支払手形 0 ―

流動負債その他（設備関係支払手形） 45 ―

　
※３．東日本大震災に伴い発生した災害損失引当金の内訳

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

固定資産の撤去費用 12百万円 12百万円

　
(四半期連結損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

　 　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

運賃 　 413百万円 405百万円

給与手当及び賞与 　 498 491

賞与引当金繰入額 　 50 71

退職給付費用 　 52 32

役員退職慰労引当金繰入額 　 23 30

　
※２．東日本大震災に伴い発生した災害による損失の内訳

　 　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

塩釜工場操業休止費用 　 82百万円 ―百万円

その他復旧費用等 　 23 ―

  計 　 105 ―

　
　３．売上の季節的変動

      前第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）及び当第２四半

期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

      当社グループの主力事業である肥料事業は、需要期に季節性があり、春先の１月から４月に需要

が集中すること、及び気象・天候によって需要量が変動するため、通常、第１四半期連結会計期間

及び第４四半期連結会計期間の売上高及び営業費用は他の四半期連結会計期間の売上高及び営業

費用と比べ高くなっております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

　
当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金勘定 1,046百万円　 1,293百万円

預入期間が３か月を超える定期
預金

△54 　 △54

現金及び現金同等物 992 　 1,239

　
　
(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

  該当事項はありません。

　
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半

期連結会計期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。

　
当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月21日

定時株主総会
普通株式 85 4 平成24年３月31日 平成24年６月22日 利益剰余金

　
(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半

期連結会計期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 飼料 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,398 450 198 9,048 368 9,416 ― 9,416

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 10 10 ― 10 △10 ―

計 8,398 450 208 9,058 368 9,426 △10 9,416

セグメント利益又は
損失(△)

414 5 142 563 △24 539 △214 324

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化粧品関連、食品・農産物及び物資

その他の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△214百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)肥料 飼料 不動産 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 8,547 405 193 9,146 457 9,604 ― 9,604

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― 9 9 ― 9 △9 ―

計 8,547 405 202 9,155 457 9,613 △9 9,604

セグメント利益又は
損失(△)

267 △5 142 403 △22 381 △192 189

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化粧品関連、食品・農産物及び物資

その他の各事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△192百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用は、主に事業セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントの変更等に関する事項

「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 会計方針の変更等（会計上の見積りの変更と区別する

ことが困難な会計方針の変更）」に記載の通り、当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第

１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法

人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却方法を改正後の法人税

法に基づく方法に変更しております。なお、各セグメントのセグメント損益に与える影響は軽微であ

ります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 5.17 9.07

四半期純利益(百万円) 110 193

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 110 193

普通株式の期中平均株式数(千株) 21,289 21,285

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。

　
　

EDINET提出書類

片倉チッカリン株式会社(E00789)

四半期報告書

18/20



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月９日

片倉チッカリン株式会社

取締役会  御中

　

監査法人　大手門会計事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    植    木    暢    茂    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    木    下    隆    史    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている片倉チッカリン株
式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日か
ら平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ
シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施させる質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、片倉チッカリン株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財
政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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